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レガシー資産可視化モダナイゼーション リドキュメント出力サンプル

① CRUD図 [テーブルIN／OUT一覧表から展開]

※ プログラムソースを解析し、モ
ジュール単位にアクセステーブルID、
処理形態を「テーブルIN/OUT一覧
表」に整理し、CRUD図に展開する。

※モジュール名、テーブル名（日本語）出力にはデータ項目辞書の登録が必要となります。

テーブルＩＮ/OUT一覧
からCRUD図を作成

② ER図 [DB定義情報から展開]

DB定義情報から
ER図を作成

※モジュール名、テーブル名（日本語）出力にはデータ項目辞書の登録が必要となります。

※ DDLから各TBLE、
VIEWの定義情報を抽出、
参照表(列)名、依存関係
等をDB定義情報として整
理し、ER図に展開する。
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[資料請求とお問い合わせ]

マイグレーション事業本部
東京都品川区西五反田7-24-5 西五反田１０２ビル８F TEL 03-3493-0032  FAX 03-3493-2033
URL http://www.migration.jp/  E-mail : migration@systems-inc.co.jp

●本紙に掲載された社名、商品名は各社の商標または登録商標です。
●本紙に掲載されている内容は、2016年5月現在のものです。また、内容は改善のため予告なく変更することがあります。

③JOB構成図 [JCL情報から展開]

④プログラム構造図 [COBOLプログラムソースから展開]

ＪＣＬから
ＪＯＢ構成図を作成

※ ＪＣＬを解析し、ＪＯＢ
単位に実行プログラム
名、ＤＤ情報を取得し出
力。また、ＪＯＢ内の他
のステップで参照される
データセットを明示する。

※ プ ロ グ ラ ム ソ ー ス を 解 析 し 、
各 Ｓ E C T I O N 階 層 構 造 、
C A L L ル ー チ ン を 明 示 す る 。


